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御挨拶

此の度、前田会長及び川口副会長のお世話を頂きまして、　7

月　9　日から11日まで北スラ　ウェシ州に公式訪問を行う　こ　とが

出来ま　した。そしてこの機会に、北スラウェシ州日本人会が正

式に発足、その第1回・総会が開かれることになり、幸運にもこ

の記念すべき行事に出席することができ、殆どの会員の皆様と

お会いできましたことは、私にと　り　まして誠に意義深いことで

あり　ました。

日本人会の存在は、大変大きな意味が有ると考えられます。

当地北スラウェシ州の在留邦人の方々が適時をとる．場合におい

ても、また、何か行事．を行う際においても、日本人会という拠

り所が有ると無いでは大変な違いが有ると思いま．す。

日本人会そのものとしては会員間の親睦を深める．ことが最大

の目的ですが、・更に今後においては、当地地域社会とゐ交流・

親善を深めることが出来るようになりますし、また、当地政府

当局、時には我が国当局などともいろい1ろな共通の問題に対処

するに当たり、或いは、いろいろな行事を行うに当たって邦人

社会がまとまって日本人会と　して行動するこ　とが可能となり、

これは日本人会の存在の大変なメリ　ットである．と思います。

空から見ると、サム・ラトウランギ空港に近．付いたとき、山

波の間に一面につく　しのよ　うに椰子の木が生い茂っていた美し

さＪ－が今も強く　目に残っております。初めて北スラウェシ州に第

一歩を踏み入れたときの第一印象は、人々の表情がすこぶる温

和で豊かさが感じられること、緑が多く、特に家並みと道が立

派で、また清潔であるという点でした。また、当地は歴史的に

も日本とは特に深い係わりのある所で、当地近郊には日本人墓



お

地、記念碑や我が国とのゆかりのある遺跡が数多く有ると窺っ

ており　ます。

このよ　うな背景を持っている当地北スラウェシ州におきまし

て、前田会長、川口副会長をはじめと　して発起人の方々がその

意義を認識されて準備を進められ、今回、日本人会の’正式な発

足を実現すること　となりましたことは、誠に喜ばしいこと　と存

じており、関係者の皆様に心よ　り深く敬意を表したいと思いま

す。

此の度の訪問では前田会長、川口副会長の心のこもったご案

内でビトウン、マナド、ブナケン等の視察をはじめ、各企業等

の施設・工事現場を訪れることができ、当地で活躍しておられ

る方々の姿を実際に拝見することができましたが、これは今後

総領事館の仕事をｔ行う上で大変貴重な経験及び知識となりまし

た。ここに、お会いしました関係の皆様に厚く御礼を申し上げ

ます。

私としましては、今後、出来る限り．当地を訪れ、日本人会－の

発展のため、また、当地北スラウェシ州との交流・友好関係促

進のためできる限りの・努力をして行きたいと思っており‘ますの

で、よろしくお願い申　し上げます。

在ウジュンパンダン総領事

松田　　　勲

平成10年7月



一メ　ナ．ド空頭重拡張工事

鹿島　　西村　計－－

1．はじめに

皆様御存知の如く、サム・ラトゥランギ、メナド空港は、インドネシア国
スラウェシ島北部に位置し、観光・商業都市メナドの表玄関である国際空港
です。
本工事はこのメナド空港を、アジア開発銀行（ＡＤＢ）からの借款により、

拡張整備を行ない将来の発展に備えるものです。
工事は滑走路その他の土木工事及びターミナルビルを主とした建築工事から
成り立っており、土木工事は我々ＫＡＪＩ舶－ＴＥＧＵＩＪＯＩＮＴ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮが、建築
工事はローカル同志のＡＤ11Ｉ一肌ⅢＧＧＡＬＡＪＯＩＮＴ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮが請け負っており、
両工事間のうーディネーションも重要となります。

コンサルタントは、空港設計で実績の多いオランダのＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤ ＡＩＲＰＯＲＴ
ｍⅣＳＵＬＴ融汀（ＮＡＣＯ）で、オランダ人エンジニアと協力して工事を進めています。

オペレーション中の空港での工事であり、安全確保が最重要課題である為、
コントロール・タワーと常に密接な連絡をとりあって空港運営に支障のない様
気を配っております。

2．工事桂畳

既存空港は2，500ｍの滑走路と横断タクシーウェイ（誘導路）及び、20，000ｍ2
のエプロン（駐機場）を有しているが、その拡張工事の主な内容は次の様な
ものである。【図－（1）参照】

〔土木工事〕　【図－（1）参照】
滑走路の150ｍ延長及び全面オーバーレイ
パラレル・タクシーウェイ（平行誘導路）の新設
エプロン・コンクリート舗装拡張（約43，㈹Ｏｍ2に）
土工事カット・アンド・フィル　約90万ｍ3
雨水排水工一式
アスファルト舗装マーキング一式
ライティング装置基礎
敷地周辺フェンス設置

〔建築工事〕【図－（2Ｘ3）参照】

÷ユー・ターミナル．ビル建設（延床面積12，000ｍ2）
＿ユー・コントロール・タワー

管理棟　　　　消防設備棟
既設ターミナル・ビルをカーゴ・ビルに改築
パーキング・エリア周辺道路
給排水施設　　機械・電気関係工事

3．空佐三重と経度危趨

当工事は1997年4月に着工し、工事の立上がりは順調で、当初予定では土木
工事は1998年11月に、建築工事は1999年11月に完成の予定でした。ところが、
昨年夏からのアジア通貨危機がインドネシアにも汝及し、通貨ルピアの急激な
下落という入札、着工時点では全く予想もしなかった事態が発生しました。

この通貨下落は各コントラクターの資金繰りを行き詰まらせ、とても当初
契約のまま工事続行は不可能な状況となってしまいました。



この為我々コントラクターは得意先である運輸省航空総局、コンサルタント
とも各種対策を打合せ何とか工事中断を避けるべく関係者全員で方向を模索し
ているところであります。
考えられる対策として：

（1）輸入器材に対しては一部ＵＳドル支払いを考えてもらう。
（2）ローカル・コストに対してもエスカレーションを検討してもらう。
（3）既に遅れている工期を妥当な時期に延長してもらう。

等のプロポーザルをまとめ、政府側で検討してもらっていますが、何分国家
的経済危機の状況下で、政府内部の議論も紆余曲折を繰り返し、未だ結論に
達してはおりません。

＿4⊥」∈の後の経線

上記事情から、我々としては主に経済的理由から今までと同じスピードで
工事を続けることは不可能であり、どうしてもかなりのスローダウンをせざる
を得なくなっております。

しかしながら当工事の重要性は得意先である運輸省も十分認識しており、
また、地元におけるプロジェクト推進の責任者である北スラウェシ州知事閣下
も現状を非常に心配しておられ、トップ・プライオリティーをもって当工事の
完成に協力を惜しまないと約束して下さっております。

現在我々のプロポーザルは、ジャカルタの運輸省航空総局を経て、国家開発
企画庁（ＢＡＰＰＥＮＡＳ）、経済・財政・開発担当調整大臣（ＥＫＵＷＡＳＢＡＮＧ）執務室等の
国家機関にて審議が続けられております。

且」おわりに

既に当初予定工程からは大きく遅れておりますが、上に説明しましたプロ
セスが完了すれば、アスファルト材料を輸入し、滑走路、タクシーウェイの
舗装工事を開始する等、再び工事のスピード・アップを計り、出来る限り早く
プロジェクトの完成を目指すつもりでおります。
しかしながら、現時点でゴーサインが出たとしても完成まで後約1年はかかる
と思われますので、いましばらく皆様に御不便をおかけする事になりますが、
何卒あたたかく見守ってやっていただきたいと思います。

以　上
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空港ターミナル1ビル完成予想図
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ミ　ナ／＼サと沖糸妄邑

在ＢＩＴＵＮＧ　　長崎　節夫

私が「セレベス島」の名を知ったのは30年以上も昔、まだ高校に在学中のこと
だったと思う。昭和30年代の前半、まだ200海里経済水域の概念が現われてい
ない頃で、私の父や、先輩、友人達がその頃隆盛期にあった遠洋まぐろ漁業でセレ
ベス海、バング海、チモール海などまで足を伸ばし、漁船にまぐろを満載して帰っ
てきていた。
彼等の日常の会話の中に、フィリピン群島やインドネシア方面の海域名、島名な

ど頻繁にでてきたので、自然に覚えたのである。

昭和40年代に入ると、世界の各国が自国の沿岸海域に、外国漁船操業禁止の線
を引き出した。200海里経済水域の出現である。

そして、沖縄のまぐろ漁船も頻繁にインドネシア海軍にダ捕されるようになった。
漁船のダ捕事件があると、新聞、テレビで大きく報道される。マスコミの報道に

よって、漁船がダ挿され連行された港がアンボンやメナードであることを知った。
メナードというのは今思えばビトゥン港のことであろう。

ダ捕がらみの話以外に、郷里の先輩、友人遠が、かつお釣漁業でセレベス島に行っ
てきたということもあった。たしか、昭和40年代の終わり頃で、当時既に200
海里経済水域の概念は定着していたから、これは現地との合弁による事業だったと
思う。そして漁業基地もビトゥンであっただろう。

時は移り、平成の御代も7年になってから、縁あって私もビトゥンにやってきた。
港に係留中の海軍の艦艇を見て、昔、話に聞いていたメナード港とはここのこと

だったのか、と何となくなっかしい思いがした。また、ぺリカニ社やギャラクシー
社の船潜りに出入りするかつお釣漁船を見て、大昔、私が幼い頃の郷里の港の風景
を思い出した。船のオモテ（船首）には釣台が突出し、胴の間の活魚舶にはイワシ
やキビナゴが泳ぎ、トモ（船尾）の炊事用の石油バーナー、あるいは薪を使う炊飯
まで全く同じだ。まだ14、5才と見えるメシ炊きの少年まで沖縄人に見えてきた。

数．日たっと、「私の父親は沖縄の漁師で、母はビトゥンの人」というのが現われ
た。また、昔、沖縄の漁師の奥さんであったという色白のおばあちゃんとその孫さ
んまで現われた。（おばあちゃんの彼氏は、太平洋戦争開戦直前にパラオ経由で沖
縄に帰る途中、パラオで病没した。　もう沖縄に到着したかと、便りを待っていた
彼女の許に、パラオから病没の便りが届いた。今、彼女は、当時の在メナード領事
発行の帰国証明書と、南洋庁長官発行の火葬証明を形見として大事に持っている）

「沖縄県人の2世、3世がまだいる。」というので、一体どれくらいいるのか、
とリストアップを始めた。そのうちに20年ほど前に作られたという、ポロポロの
タイプ打ち（ローマ字）の名簿まで現われた。

「墓もある」というので、ビトゥンとメナードで1ヵ所ずつの墓地に行ってみた。
ビトゥンの墓地では、沖縄人の墓柱は十数柱あるうちのほとんどが土砂で埋まって
いた。同行の2世、リョウジさんがスコップと現地の青年2人を連れてきて、ほぼ
半日がかりで掘り出した。

メナードの墓地では最初、それらしい墓標が見つからずにモクモクしたが、近所
のおばさんが「日本人の墓ならこのあたりだと患う。」と墓地の一角を教えてくれ
た。一面、草に覆われて墓標は見えなかった。これも近所の青年の助けを借りて、
ナタで草をなぎ払い7柱見つけることができた。
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7柱とも海軍軍属の肩書がついていて、終戦の年に没しているところを見ると、
おそらく漁業の出稼ぎで来たのが、現地で徴用され戦災に遭ったものと思われる。
（ビトゥン墓地のは、没年月もまちまちで、軍属の肩書などもなく、これらは戦災
とは関係ないように思う。）

要するに、現地で結婚して子、孫をもうけた者、そうでなかった者など、かなり
の数の沖縄漁民がミナハサ半島の先端（ビトゥンが中心）に住んでいたということ
だ。

私の郷里沖縄に、通称「アギヤー（又はアゲヤー）」と呼ばれる岡漁法がある。
追込網の一種である。日本の通常の追込網漁法と異なる点は、海中での網の設置や
魚群の追い込み作業などが、人間の潜水によって行なわれることにある。暖かくて、
珊瑚礁が発達している沖縄の海が生み出した漁法ともいえる。
主要な目的魚種は沖縄でダルクンと呼ばれるタカサゴの類で、それをアカムロと

も言うことから、フィリピン群島などでは、この漁法を「ムロアミ」と日本式に称
している。本式のアギヤー操業にはサバ二と呼ばれる軽快な漁船（昔は無動力）が
20～30隻の集団で行なった。1隻に7、8人～10人乗り込むので、かなりの
労働集約型漁法である。

実際の操業では、魚群の探索から始まる。数名ないし10数名の探索要員が海に
飛び込んで調査する。魚群一主にタカサゴ類－を確認したら、適当な場所に敷網と
柚網を設置する。設置作業ももちろん潜水で行なわれ、網は海底に固定される形で
張られる。網を張り終えたら、各船に1人、船を操る要員を残して全員がイルカに
なって魚群を敷網に追い込む。
追い込み作業に入る直前の陣型は、敷網が丁度、扇の要の位置にあり、敷網から

両腕を広げたように斜め前方に抽網があり、扇のへりの部分に狩り手が適当な間隔
で配置された形になる。扇のへりの部分は参加する人数によって広がり具合が違う。
人数が多ければそれだけ広範囲の魚を追い集めることができるというわけだ。
普通、この扇のへりの部分は海の深みにあたり、要の敷網部分は浅い方にあるの

で、魚群を深みから追い上げるような格好になる。だから「上ゲヤー」と呼ばれる
ようになった。

とにかく、100名以上の人間がイルカになって、そこらあたりに泳いでいる魚
全てを狩り立てるので捕獲能力が非常に高い。

しかし、漁業において捕獲能力が高いということは、両刃の剣である。たちまち
資源量に問題が出てくる。特にこの漁法は人間が潜水して作業するという性格から
して、漁場は島の周辺や珊瑚礁の周辺に限られる。
ひとつの漁場で獲りつくすと、次の漁場へと移る。獲ることだけでなく、販売も

考えなければならない。消費力のある都市部にできるだけ近い場所で操業するのが
有利である。

それやこれやで、沖縄のアギヤー・チームは徐々に県外にあふれ出して行った。
北方へも行った。しかし、漁法の本質からして南方へ流れ出すのが自然である。
フィリピン、マレー半島、シンガポール、ジャワ、ボルネオへ進出し、セレベス島
までやってきた。

セレベスでは、当初はマカッサル（現ウジュン・パンダン）で始まったかもしれ
ない。マカッサルで操業したチームがメナードに移動したのか、あるいは全く別の
チームが例えばフィリピン方面から移動してきたのか、とにかく明治の末期には
メナード近辺で操業が始まった。
メナード近辺と言えば、地形から見て、1ヵ所に何年も落ち着いて操業できるよ

うな場所はない。おそらく、ミナハサ半島の北部（バンカ島を含めて）を点々と移
動しながらの操業であっただろう。（これは私の推測でしかないが）しかし、漁獲
物の販路の中心はあくまでもメナードである。
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このアギヤー漁業が大正期から昭和の始めにかけて漸次かつお的漁業にかわって
いった。

その頃、ミナハサ半島に接するセレベス海やマルク海はかつおの宝庫である。
無尽蔵とも見えるかつおの大群を目のあたりにして黙っている手はないだろう。
時期的にも明治末期から大正期は漁船の動力化、大型化など、日本のかつお釣技術
の発展が目ざましい。
技術の発展と、第一次大戦による旧南洋群島の獲得などとも連動して、当時オラ

ンダ領のセレベス島、ミナハサ半島にも日本の漁民によるかつお釣漁業が始まった。
漁業基地は立地条件からして、「ビトゥン」で狭まりである。
沖縄から、アギヤー漁業をするために出てきた漁民もどトゥンまで来て、かつお

釣漁業へ「業種転換」と相成った。

太平洋戦争の勃発で、ミナハサ半島における沖縄漁民の活動は終止符を打った。
だが、彼等のまいた種は残った。ビトゥンとその周辺地域には彼等の子孫が今なお
その数を増やし、かつお一本釣漁業は、その技術を現地漁民に引き継がれて、ミナ
ハサの主力産業としての地位を保っている。

私はこの文葺を、セレベス航海中の船上で書いている。
左舷はるかにサンギ島が見える。かつてはこのあたりの海も沖縄漁民の
独壇場であったのだ。

「夏草や、つわものどもが夢のあと」　をもじって一句。

「海風（インカディ）や、海人（ウミンチュ）どもが夢のあと」

上架中のかつお釣漁船

11
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インドネシアに行った感想は‥・

川口　智香子

空港におりた途端、やられました。元来お愛想人間であるため、友人から通関キラーとよば

れ、いつもフレンドリーにすり抜ける異国への第一関門なのにい一一。いきなり別室ですよ－、
白い歯でにやにや笑うばかでかい男に連れられて。間超にされたのは薬（白い粉だった、運

悪く）と、中風留学を控えた私が持参した共産党がらみの本。と、多分私の厚化粧とド派手な

ワンピース。括間されること30分。お金とられなくてよかった一一、あなどれないインドネシア、

と心してかからねば。と軽くひよこつと出かけてきた自分への反省で身が引き締まったもので

す‥‥

が、しかし、一歩外に出た途端、です。こんなことを言ったら申し訳ないですが、何処からとも

なくやってくるもあーつつとした空気と、わけもなくにやにやしてる人々のせいで、私は思わず

つま先まで力が抜けてしまいました…・脱力感。これって時差ぼけ？（あるのか？1時間の

時差で）とも一瞬考えたけれど、結局私は着いたその日だけじゃなくずーっとこの脱力感を引

きづって気づいたら1カ月たってしまったのです。

そう、な－んもしなかった。だって、なんにもしてないんだもん、ここの人みんな。いやいや、し

てるんだけど、日本人に埠べたら、の開場です。当時、私と言ったら日本の某企業において
馬車馬のように働かされてきたあとだったから、インドネシアの人たちのノー天気モードが妙

に気に入ってました。精神的豊かさここにあり、とか何とかいって。日本にいたら情報の洪水

で、1分1秒単位でその選択を無意軌こ迫られるような切迫感からの何ともいえない解放感

もそれを増長してたのに違いありません。

加えて、青い空、深い緑、周りには海。もぐれば魚もいっぱい泳いでる。豊富な食材と様々な

フルーツ。私の大好きなマンゴーも、ドリアンもマンゴスチンもな－んでもある。おまけに物価

は安い、ピーだざま－みろ」日本人。とか毎日叫んでいました。恥ずかしながら。

ただ一つ、私の悩み。それは、やたらに眠いということです。これは私だけでしょうか？皆さん、

眠くはありませんか？頭がぼーっと微熱でもある感じがずーっとつづくんです‥・

と、ここまでが多分旅行者の視点というやつですね。

今までこの国にお邪魔させてもらったのが2回。延べ3か月です。のんきな私も、ここで仕事

をする父も含めた日本の方々は、もしかしてとっても、とっても大変なのでは？？とさすがに

思っています。旅行でなら笑ってすむ異文化・価値観相違閉場も、いったんビジネスに移れ

ば、ある程度何かを押し？けざるをえない状況が発生するはずですから。そこでの精神的プ
レッシャーはいかほどのものだろうと。だって、あまりにも日本人とインドネシア入って違う風

に見えるから。

もっと言えば、圧倒的に日，本人が少ない都市での生活、家族から離れて暮らすストレスはど

こで発散させるんだろう、と。

私が今まで会った海外で働く日本人は、み－んな頑張っていてそれぞれ素晴らしし、方々でし

たが、正直申し上げると時々肩に力が入り過ぎて、疲れきってる方々がいましたが‥・

スラウェシで働く皆さんは、とってもとっても自然ですね。そんな印象を受けました。現地の人
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ｅ

たちとのコミニュケーションはじめ、暮らし方や時間の使い方。無理し過ぎていないような気が

します。もちろん、私がお会いしていない方々もたくさんいらっしゃるわけですが‥・いつか、

お会いできるのが楽しみです。

日本にいても、思い出すのはあの突き抜けるような青い空と、自堕落な自分のバカンスです

が。

ふとした瞬間によぎるのが、インドネシア人のあの笑顔ですね。にやっと言うか、にへつと言う

か。

あれで、すべてをよしとしてしまいそうで、ちょっと恐いです。

でも、でもやっぱり魅力的ですね‥・

今度私が行くときも、彼らはまた笑って私を別室に連れてくのでしょうか。はたまた、同じ笑顔

で通してくれるのでしょうか。でも、何はともあれインドネシアは私にとってまだまだ謎ばかり。

ぜひもう一度行きたい私です。

また、馬車馬のように働かなくてはいけませんが‥ 望むところです‥ハイ。

1997年1月3日

ブナケン島にて

友人達とくつろぐ

川口姉妹

Ｉ3



・－マナド随筆（2「一一・一　　　∠＿さ二、2　トマ　ン

［垂

ＪＩｌ井　左往ニ

二の項ラどぶノブ石ノウｒタックメノと〟≠〝ズ′身ｉ管の／ｒタアクメのことを．
′ン（ノ∠〝∫ナ／グメのことゑ鹿野乙才ダ；

他の都市に比べてマナドには何故かパタック人が多いような気がする。
税務署を始めとする官公庁にバタック人が多いのは普通のことだが、マナドでは
－「舷のパタック人も非常によく見かける。電話帳を見ても、シナガ、シホンビン、
シレガルなどの姓が多いのに気づくし、市内の商店にしても、ＴＯＫＯ ＨＯＲＡＳ、ＴＯＫＯ
ⅡＥＤ用、Ｒ減脹Ｄ州　などが目につく。堀内中佐の墓があるテ∵リン墓地では巨大な
パタック族特有の墓に驚くことだろう。弊社だけでもマナド人と結婚してマナドに
居住しているパタック人も数人いる。

このようにマナド人と結婚しマナドに定住しているパタック人は相当数いると
思われる。これは一体どういう訳であろうか。
下記のようにマナド人とパタック人には共通点が多いのがその理由かもしれない。

①インドネシアでは珍しく・ファミリー・ネームを持っている。
②宗教／宗派が同じである。
③ムスリムが忌み嫌う豚や犬を好んで食べる。
④ジャカルタやジャワの外地では双方とも独特の立場にある。
⑥高原と湖という風土が似ている。

ミナハサの片田舎に行くと北スマトラのシアンタール／プラスタ
た景観を見かけることが度々ある。

（家族制度）
（信仰）
（食生活）
（社会的環境）．
（地理的環境）

ギ地方と似通っ

一方、マナド人とバタック人のカップルはどのような経緯で誕生するのだろうか。
考えられるケースを次に挙げてみた。

①空港や港の工事などのプロジェクトでマナドに来たパタック人がマナド人と
結婚して工事終了後もそのまま残った。

②仕事や大学の関係でジャカルタやジャワで知り合ったパタック人がマナド人
と結婚し、妻の希望でマナドに移った。

③教会関係で知り合ったパタック人がマナド人と結婚した。
マナドにいるカップルは妻がマナド人、夫がパタック人のケースが圧倒的に多い。

メダンではその逆にマナド人の夫、パタック人の妻のカップルが多いのだろうか。
また、結婚後のマルガ（姓）をどうするのかも大きな疑問点である。

マナドとメダンは余りにも遠い。中間地点のジャカルタに住んでいても精細する
のは容易ではない。ましてマナドに定住しているパタック人が故郷北スマトラに家
族を連れて帰るのは至難の業と言うより他無い。1年前と比較し倍以上に値上がり
した現在の航空運賃では、仮に家族4人が旅行する場合、交通費だけで年収の数年
分にも当たり一般庶民では捻出が難しいだろう。一方、船やパスを乗り継いだとし
でも往復最低20日間はかかってしまい、通常の年休12日間ではとても消化しき
れない。また子供連れの長旅は非常に困難であることが想像に難くない。
果たしてバタック人の夫は何年後に再び故娘の土を踏むことができるだろうか。

インドネシア人が造語を創ることが非常に得意なことは周知の通りである。
巷ではｒＢＡＴＭＡＮｊという造語が世間話でよく使われる。これは、ｒＢＡ．ｒＡＫ－
ＭＡＮＡＤＯＪの鴫で、パタック人とマナド人のカップルのことを意味する。
双方が食材にする（編嬉〉が掛詞になっているのが味噌である。

一方、ジャワ人とマナド人のカップルのことはｒＪＡＭＡＮｊ　と呼ばれている。
オランダ植民地時代には敵対していた両者が結婚するのもく時代／Ｊ用ＡＮ〉の為せる
わざであろうか。
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ミナハサの民族楽器

『コリンタン（ＫＯＬ（ＮＴＡＮＧ）』

外務省や拓娃大学でインドネシア語を教えているファ．リーダ
イドリスノ女史はテルナテ生まれのブギス人で、マナド教育
大学（当時はマナド市にキャンバ祁寸あった）卒で九
ｒテラタイ会ｊは、同女史が主宰する日本一インドネシア

友好団体です，

下記の文章は、1997年に発行されたテラタイ会食蛇10周年
記念文集に福岡氏より寄給されたものです。

戦前の北スラウェシの様子がわかる貴重な資料ですので
こ仁に転載致しました。

筆者の福岡氏の連絡先は左記の通りです。
テラタイ会の連絡先は下記の通りです。

ぬｒｉｄａｈＩｄｒｉＳ‰：2－19－12ｈｍ1ｉＯｔｓｔＪｋａ，ＴｃＧｈｉＪｎｂ

恥Ｊａ脚Ｉ
ＴＥｌｌ作成：03－3946－1812

フアリダ先生が青春時代を

過ごされたマナドで知った人々の心

廊∵廊’点．ガ

私は心からインドネシアを愛し、心からインドネシアを理解し、か

つインドネシアの一層の繁栄を願っている人間の一人であると確信して
います。

私は、第二次世界大戦中に軍医として、臨時召集され（当時大学病

院で研修中でした）、フアリダ先生が青春時代を過ごされたインドネシ

アのセレベス島北部のマナド（独立後はメナドと言いました）地区に送

られ、陸軍の軍医として2年間滞在をしました。

ある日の夜、私が滞在していたソンデル町の町長と住民代表が高熱
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で苦しんでいる住民がＩ、るので、診療をお願いしたいと部隊を訪ねて来

ました。

先任の佐方其享軍医大尉から私が往診するように命ぜられ患者のヤ

ン・センドックさんの家に行きました。

ヤン・センドックさんの背部には大きな潰瘍を・ともなった「よう」

があり、敗血症を併発して、その病状は極めて重鴇でした。

早速、濃埠を切開して排渡を行い、潰瘍を洗浄後、化学療法剤の投

与を行ないました。その後、毎日、切開剣の治療と化学療法剤の投与の

ため往診した結果、三週間御こは全快させることが出来ました。

使用した化学療法剤は当時、最も新しい抗菌剤として開発されたサ

ルフアチアゾールであり、内地出発に当たり武田製薬株式会社が餞別と

して、私に贈ってくれたものでした。

この薬が一人のイシドネシア人の命を救い、日本とイン下ネシアと

の友好の懸け㈲キなろうとは思いませんでした。

ヤン・センドックさんは全快後、生まれた男の子に私に対する感謝

の意を込めて、バーリー・ヨシオ（ＨａｒｙＹｏｓｈｉｏ）・と言う名前をつけてく

れました。誠に光栄で、これほどヤン・センドックさんに感謝されると

は思いませんでした。

召集される前に東京で開かれたマ．レ一語（現インドネシア語）の講

習会に参加して覚えた言葉かヤン・センドックさんとの意志の疎通と診

療に、又、現地住民との交流にこれほど役立つとは夢にも思いませんで

した。

ヤン・センドックさんは現在79才（平成8年1月現在）ですが、彼

と私との交友はそれ以来51年間も続いています。

植民地時代から医療に恵まれなかった現地住民の間にマレー語の判

る日本人の医師がいるという噂が広まり、住民から巡回診療をしてほし

いという要請がありました。私は先任の仕方其三宮医大尉の許しを受け

て、部隊の診療の傍ら住民めために巡回診療を始めました。

ところが数日後、「住民の診療をしてはいけなＩ、。部隊の薬品をイ

ンドネシア人に使用することはまかりならぬ。・兵隊に塗る薬はあっても

インドネシア人に塗る薬はない」と言う部隊長からの命令によって実施

が不可能になりました。
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この話しを聞いた貨物所の坪田定雄准尉から員数外（余分）の薬が

あるからこれを使用しなさいという厚意ある申し出があり、また、私の

部隊の真野晃少尉が陰で色々と援助してくれました。このように佐方其

三軍医大尉を始め、これらの人々の善意とヒュ一一マニチイに支えられ巡

回診療を再開することができました。

この巡回診療は私にインドネシアの人々の生活と習慣に直接ふれる

機会を与えてくれたのみならず、彼等と親しく語り合い、インドネシア

の庶民の生々しい声を直接聞く機会を与えてくれました。

350年に亙りオランダの植民地として屈辱的な生活を強いられた彼

等の心情を聞き、また、「オランダ人以外の立ち入りを禁ず」と言う立

て札を見たとき、大きなショックを受けました。また、現地のインドネ

シアの青年達を集め、日本人が軍事訓練をしているところを目撃しまし

た。この軍事訓練はオランダとの独立戦争のときに大変に役に立ったと

インドネシアの中学の教材「インドネシア民族闘争のあゆみ」（Ｊｅｊａｋ

ＪａｎｇｋａｈＰｅｒｊｕａｎｇａｎＢａｎｇｓａｋｕ）に書かれています。更に、現地の小学校

において日本語と日本の歌を教えている授業を見学することが出来まし

た。

私が滞在したセレべス島北部のマナド地区はオランダの植民地時代

にオランダが最もオランダ化に力を入れ、キリスト教を布教し殖民地政

府の下級役人、教師、牧師を養成し、オランダの植民統治にオランダ人

の手先として協力させた地域でした。

従って、オランダへの協力者と非協力者に対する差別はあらゆる分

野で非常に強いところでした。協力者は生活面や教育面で優遇される一

方、非協力者は徹底的に冷遇されていました。

われわれ日本人に対しては一部の特殊階級を除き、一般市民は極め

て好意的で人情に厚く非常に礼儀正しく、真夜中でも一人歩きのできる

安全なところでした。

巡回診療で村を訪れたとき、自分の家に泊まってくれ、私の家で食

事をしてくれと言う住民の厚意を断るのに苦労したほどでした。

夜になると連日、現地の住民が私の宿泊した村民の家に集まってき

ました。毎晩、夜遅くまで彼等と話し合いました。私と彼等との夜の会

話は彼等に外の世界を知る機会を与えることができました。
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私は彼等との会話を通じて、現地の人々が明治維新の日本の青年が

抱いていたような民族自決に対するすさまじいエネルギーーと強烈な情熱

を抱いていることを知り、私は彼等のそのエネルギーと情熱の虜になっ

てしまい、インドネシアの人々のために、少しでも役に＼上てる人間にな

りたいという気持ちを持つようになりました。

その時以来、私と彼等の間には強い心の紳が芽生え、彼等との友情

と交友は現在まで続いています。彼等の希望に満ちた表情が今でも私の

脳裏に焼き付いています。

彼等と共に、戦前オランダによって禁じられていた「勝利の歌を」

を一緒に歌った感激を何時までも忘れることは出来ません。その歌の意

味は

いま、インドネシアに平和が訪れた

われわれは勝利をかちとった

われわれの攻撃にかなうものはない

われわれは勝利をかみしめよう

われわれは勇敢である、祖国のために命を捧げよう

また、私が巡回診療を終えて村を去る時、彼等は現地の言葉で別れ

の歌を歌って．くれました。

1．行くならば、行ってもいいわよ

だけど、振り返らないでね

さようなら、さようなら

2．気に障ったことがあっても

心の中に、しまっておかないでね

さようなら、さようなら

7年前にかつての駐在地のソンデル町とマナド市を友人と共に訪

ねました。戦争中にわれわれ日本人は彼等に言うに言われぬ苦痛と被

害を与えましたので、歓迎されない？）ではないかと覚悟して行きまし

たが、人々は温かく迎えてくれました。特に、かつて、私の患者であ

った人とその子供や孫連から‘大歓迎を受けました。大勢の人から自宅

に来て夕食を共にしてほしいと招待を受け、その純粋な彼等の厚意を
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断り切れず、一晩に三度も夕食を食べた日もあり．ました。

その折に、かつて濃瘍の手術をしてあげた元患者のヤン・センドッ

クさんと元看護婦のポリー・エンマさんを私が宿舎にしたメナドのカワ

ヌアシティー・ホテルに招いて夕食を共にしたとき、それを聞いて元患者

やその家族やミナハサ赤十字社のウインシー・ワロウ先生（医師）をは

じめ、関係者100人が集まり、私のために盛大な感謝歓迎パティーを開

いてくれました。

又、子供の時に私に命を助けてもらちたということを母から聞いて

駆け付けてきたという、ソンビ夫人も出席しそくれました。意外な訪問

者を迎え、驚きと感激の連続でした。

コリンタンのメロディーを聞きながら、また、サゴアイエル（サゴ

椰子の花茎から出るカルピスのような汁）を飲みながら彼等と語り、歌

い、締り、楽しい一夕を持つことができました。

ヤン・センドックさんをはじめとする彼等の友情と暖かい気持ちに

感謝すると共に、この時ほど医師になって良かった、幸せだという気持

ちをもったことはありませんでした。

恩義を忘れない彼等の厚情に涙が出る思いでした。

その後、会議や学会などでしばしばインドネシアを訪れる機会があ

り、多くの知遇を得ることができました。ま亘、その機会にインドネシ

アの文化と習慣に直接触れ、インドネシアの歴史を学ぶことができまし

た。特に、インドネシアの人々から独立までの苦難の道のりを直接聞く

機会を持てたことはインドネシアを理解する上で最大の収穫でした。

訪問した折りにインドネシアの友人が贈ってくれたインドネシアの

歴史書を読み、350年以上に亙り、絶えず反ポルトガル、反スペイン、

特に反オランダ闘争を続けてきた彼等の不挨不屈の精神にはただただ頭

が下がる思いでした。

戦後勤務した東京医科歯科大学医学部で教えたインドネシアからの

留学生、インドネシアを訪問中、或いは海外の国際学会や会議で知り合

ったインドネシアの人々との交友の輪は益々広がって行きました。

これらの人々の紹介で来日するインドネシア人への支援、病気治療

のために来日するインドネシア人や、在日インドネシア人への病院紹介」

医療通訳、診断書の翻訳、身元保証などを通じてインドネシアとの関係

王：9



は益々深まって行きました。

ィ．ンドネシアは「多様性の統一・」の国是のもと・に、多数の民族がお

互いの考え方の違いを尊重しあって建国した国であります。国語はイン

ドネシア語ですが、各地域には民族それぞれの固有の言語と文化があり

ます。宗教的には殆どの地域の住民は敬虎な回教徒ですが、地域によっ

てはヒンズー教とキリスト教の信者も多く、又、仏教徒もおり、それぞ

れ異なった風習と生活様式と食生活を持っています。これらの実情を理

ｔ解することなしにイン幸ネシアを語ることはできません。

インドネシアの人々の日本人観は日本との関係によってどのような

体験をしたかにより違います。戦争中の被害や苦しい体験、戦後になっ

てからインドネシアを訪問した一部の日本人がとった無責任な行動によ

って日本に対して悪いイメージを持っている人もいます。しかし、多くヴ

のイン．ドネシアの人々はこのような傷を何時までも持っいては日・本とイ

ンドネシアの将来にとってマイナスであると考えています。日本でも、

戦後の世代の人々の間に、インドネシアを心から理解し、インドネシア

の文化を研究し、両国の文化と友好を推進しようとする人々が多くなっ

てきたことは両国の将来のために音ばしいことと思います。

外国の文化、風習、宗教などを真に那解するためには、その国の吉

葉を知る必軍があります。インドネシアを心から理解するためにはイシ

ドネシア語を通じてインドネシア文化はもち論のこと、インドネシアが

今日まで歩んできた苦難の歴史と日本とインドネシ．アとの過去の係わり

合いを知らねばならないと思います。

最近、インドネシア語を学ぶ日本の若い世代の人と日本語を学ぶイ

ンドネシアの若い世代の人が多くな？てきたことは両国の相互理解を深

めるために、誠に喜ばしいことと思います，，

私もファリダ先生をはじめとして多数のすばらしいインドネシア語

－の先生に恵まれていますので、インドネシア語の勉強∴を続け、インドネ

シア語を通じて、インドネシアをより深く理解し、円本とインドネシア

との文化交流と友好を一層推進したいと思っています。特に、専門の医

学の分野で貢献できるような仕事をしたいと思っています。

フアリダ先生が青春時代を過ごされたマナド地区は私にとっても青

春そのものであり、また、第二の故郷でもあります。マナド地区は山岳
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は益々深まって行きました。

イ∴／ドネシアはｒ多様性の統一・」の国是のもと・に、多数の民族がお

互いの考え方の違いを尊重しあって建国した国であります。匡蘭はイン

ドネシア語ですが、各地域には民族それぞれの固有の言論と文化があり

ます。宗教的には殆どの地域の住民は敬度な回教徒ですが、地域によっ

てはヒンズー教とキリスト教の信者も多く、又、仏教徒もおり、それぞ

れ異なった風習と生活様式と食生活を持っています。これらの実情を理

ヒ解することなしにイン：ドネシアを語ることはできません。

インドネシアの人々の日本人観は日本との関係によってどのような

体験をしたかにより違います。戦争中の被害や苦しい体験、戦後になっ

てからインドネシアを訪問した一部の日本人がとった無責任な行動によ

って日本に対して悪いイメージを持っている人もいます。しかし、多く．

のイン下ネシアの人々はこのような傷を何時までも持っいては日・本とイ

ンドネシアの将来にとってマイナスであると考えています。Ｈ本でも、

戦後の世代の人々の間に、インドネシアを心から理解し、インドネシア

の文化を研究し、両国の文化と友好を推進しようとする人々が多くなっ

てきたことは両国の将来のために音ばしいことと思います。

外国の文化、風習、宗教などを真に理解するためには、その国の吉

葉を知る必軍があります。インドネシアを心から理解するためにはイン

ドネシア話を通じてインドネシア文化はもち論のこと、インドネシアが

今日まで歩んできた苦難の歴史と日本とインドネシアとの過去の係わり

合いを知らねばならないと思し．、ます。

最近、インドネシア語を学ぶ日本の若い世代の人と日本語を学ぶイ

ンドネシアの若い世代の人が多くな？てきたことは両国の相互理解を深

めるために、誠に喜ばしいことと思います．，

私もフアリダ先生をはじめとして多数のすばらしいインドネシア語

の先生に恵まれていますので、インドネシア語の勉強を続け、インドネ

シア語を通じて、インドネシアをより深く理解し、円本とインドネシア

との文化交流と友好を一層推進したいと思っています。特に、専門の医

学の分野で貢献できるような仕事をしたいと思っています。

フアリダ先生が青春時代を過ごされたマナド地区は私にとっても青

春そのものであり、また、第二の故郷でもあります。マナド地区は山岳

20



（クラバト山、1995Ｍ）、湖（トンダノ湖など）、島喚（ブナケン卸ま美

しい珊瑚礁とスキューバダイビングで有名）を始め、すばらしい自然に

恵まれているだけでなく、巨石時代の遺跡と考えられているワルガ

（Ｗａｒｇａ）を始めとして様々な遺跡があり、ジャワ、バリ、スマトラとは

異なった文化を持った地区です。

また、現地の人々の人柄も人情もすばらしく良いところです。

マナド地区は日本の海軍の落下傘部隊600人が降下（正確にはマナ

ドの南西60ｋｍのガラビラン二Ｋａ】ａｗｉ，ａ。－に降下）し、オランダ現地軍
ニーノー

と戦ったところでヰ潮寺子『お芽デジダ苛葡萄が3日間で降伏したため

に、殆ど被害を与えることはありませんでしたが、落下傘部隊の58人が

戦死しました。

その後、連合軍の日本軍に対する連日の空襲によって、現地の人々

に甚大な心的、物的被害と苦難を与えてしまったところです。特に、北

部セレべス等の中心地であったマナドは連合軍の大空襲によって壊滅的

な被害を受けた都市です。

海軍の落下傘部隊長の堀内豊春中佐は現地住民を非常に大切にし善

政をしかれ、現地住民から敬慕された人間的に立派な方でした。堀内豊

春氏を敬慕して現地住民によって作られた堀内豊春氏の慰霊碑がマナド

のテーリン墓地にあります。

マナドには日本軍が守備を固め、避難するために作った洞穴が数多

くあり、その内、数箇所は戦争の遺跡として残されています。

スキューバ・ダイビングで訪れる観光客を除き、戦前戦後を通じて

マナドを訪れる一般観光客はあまり多くありません。また、マナド地区

に居住している日本人も、他のインドネシア地区に比べて大変に少ない

ようです。

テラタイ会主催、フアリダ先生の故郷を訪ねるツアーには是非とも

参加されることをお薦めしますり

インドネシアを単なる観光地として理解するだけではなく、インド

ネシアの文化と歴史のみならず、インドネシアの人々の心を理解できる

旅になるよう願っています。

［終］
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ジ工ネポント県視察メモ

ジェネポント県はウジュンパ
煉した気候の貧しい地域であ
のベチヤひきの多くはジェネポ
数週間前、「ジ工ネポント、飢
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チヤシラ』の表紙を大きく飾った。‡己
き、シカバと呼ばれる野生のイモを

松井和久
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義つ

パ
は毒性があり、十分な毒抜きが必要である）。
今回の視察（7月30日）では、ジェネポント県のいくつかの農村を訪問し、経済危

機下に貧しい農村の状況を若干なりとも把握しようとした。

＜天水が頼りの農業＞
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ジェネポント県で最も状況がひどいのは、県西部の ル
馴
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の来年

は
の標高のほうがやや高いので潅漑水路を延長させ
海よりの半島部にある地域である。半島部の端に
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易にマカッサル海峡へ流れ出してしまうため、大木の幹を除いては水
井戸を掘っても水の出ないところが少なくない。農業は天水に頼る状況で、昨
乾期の長期化により、この地の農業生産は壊滅的な状況となった。

一1　ｔュｔュー　　」Ｌ　　－．－．＿　一ｔｔ＿ＪＬ＿Ｌ　ノ　▲＿・．・．・．・．－．一°．－　　一一鵬　1●－．＿　　4＿．．ロ．．⊥　1．．．．ロー　．＿．◆　　＿°＿　　1　．．．．11ｔ．．＿＿0　1　1●　Ｌ　＿⊥　1ヽ　＿＿－

訪問した二つの村（タマラテア都ボロンタラ村及びバンカラ郡ブナガヤ村）では、
主要作物のトウモロコシは、これまでに三期分の収穫が全くできなかった。農民は、
少しでも雨があるたびにトウモロコシを植えるが、10センチ以上はなかなか育たない
。他の作物も全く育っていない。ボロンタラ村のマメはさや全体が黒くなっていて収
棲不可能だっ

塙市の外
▲
叫
一再

欄
外

に
コ

も
ロ

と
モ

村
り謬子

伝
ト

域の食糧ストックはない状態で、その日その日
○る＼しで＼し凌てきてつ買を米

くべチヤひき収入への依存＞
なぜ、トウモロコシや米が買えるのか。これらの村の男たちは、毎軋州都ウジュ

ンパンダンに出てベチヤひきをしており、そこで1日5000ルピア程度の現金収入を得
ている。このベチヤひきによる収入で村民は何とか食べている。父親を助けるために
、小学校や中学校ぐらいの男子も父親と一緒にウジュンパンダンヘ出てベチヤをひい
ている。女性の多くは、作物生産が事実上匝難なため、家で夫や子供がウジュンパン
タンから持ってくる現金や米を待っている。なかにはウジュンパンタンやジャカルタ
の工場へエ増労働者として働きに出ている娘もいる。
村民は、今のところ1日に2回は食事をとれている。ボロンタラ村ではトウモロコ

シが主食で、一人当たり1日に10本程度（0．5リットル）のトウモロコシを食べる。
このトウモロコシは小ぶりで、外皮をむいた中身を食べるので、実録には半分の量に
なる。ブナガヤ村では、皮をむいたり面倒なトウモロコシよりも手っ取り早い米を買
って食べる。トウモロコシはキロ1300ルピア、米はキロ1950ルピア（通常はリッター
売り。1キロは約1．3リットル）である。
村に多く生えているロンタラ椰子からは、バローと呼ばれるロンタラ椰子の樹液を

使った飲み物や椰子砂糖をつくる。バローを飲んでイモでも食べればけっこう腹持ち
がするとのことであった。ロンタラ椰子の実は1個2∞ルピアで売るという。

く季節外れの雨の弊害も＞
今年の乾期は比較的雨が多く、ジェネポント県も例外ではない。それだけ見ると乾

燥の激しいジェネポント県にとってはよさそうにみえるが、緒は単純ではない。
ブナガヤ村の海岸の地域では、海草を干していた。海草は収穫にわずか亜日しか要

さず、キロ4500ルピアで売れる。年間で25キロぐらい収穫できるが、収穫期は8－10
月のわずか3カ月に限られる。また、ブナガヤ村には塩田があり、農民は塩田所有者
から借金をし、それを取れた塩で返済している。現在は乾期のはずだが、例年に比べ
て雨量が多いため、塩の生産は芳しくない。先の海草も雨が降ると乾燥できないし、
海中の海草が死んでしまうので収穫が減る。海草や塩など副収入が期待できるが、収
入がないリスクもかなり高いと言わざるをえない。
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南述痢土、商か膣るたびた′麗確転を植え七も、基本的に水が溜まり難い土壌の
性質などにより、期待するような農業生産の改善は果たされていない。

＜土地所有間糖の影＞
訪間した村では、農民はいずれも短期的に収穫可能な農作物の栽培を還好していた

。彼らが長期的観点に立った農作物生産を行なおうとしない理由の一つは、土地所有
にあるとも示唆される。すなわち、農作物生産を行なっている間に突然地主が現われ
、クレームをつけるといった事態がある。クレームがついた場合にすぐに土地を手放
せるように、短期的に収穫可能な農作物の生産を行なっているとも解釈できる。また

、ヤギを飼っている農家があるが、ヤギを育てる土地がなく、隣家の土地にヤギが入
り込んで係争になるケースもあるという。

＜食糧配布について＞
訪問した二つの村では、これまでに県政府による食糧配布があった。たとえばトラ

ック1台に50キロ入りの米袋を45袋棲んでやってきて、1袋1－2リットルに小分け
にして配布する。しかし多くの場合、まず村長や村役人がまずもらい、残りが住民に
配られるため、今回話を間いた住民でもらった人はいなかった。また、ブナガヤ村で
は結婚年齢が低く（平均で男15歳、女13錬）、しかも男が早死にするため未亡人が多
いのだが、未亡人は女性ということで食糧配布の対象にならなかったということであ
った。

＜まとめ＞
南スラウェシ州は、カカオやコーヒーの市況好転でブームが起きて経済的に濁って

いると評価されている一方で、そうした商品作物を持たない乾燥したジェネポント県
では経済状況がかなり悪化している。農産物生産が期待でき
は家長のウジュンパンタンでのペチヤひき収入にかかっていｊ

哲
る
。
訂

盈
勲

）生存
おり

○
る

ら
れ当たり必要と考えら

、現金収入さえあれば、今のところ、食糧の調達に深 閥悼卸

れる。彼らの現金収入の道が絶たれないような働きかけが差
ジェネポント県は今回の線済危機で急に苦しくなったわけではなく、これまでの状

況が一層悪化したと解釈できる。本来的に農業生産に適した土地ではなく、そこで収
入の道を農業に制約するならば現状の改善にはならないだろう。今の状態では、家長
によるベチヤひき収入は不可欠であり、ウジュンパンダン市が本格的にベチヤの制限
に動き出した場合、それがジェネポント県の農相こ与える影響は大きいと考えられる

場合にはさらに多くのベチヤひきの流入を招く可能性もあるが噂
新

射
止

も
用

を

利朝
朋

（
）

たなビジネスの開発などが望まれる。また、農産物生産が難
しいなか、ベチヤひきによる現金収入を待つ農村の女性たちがその待ち時間を手工芸
晶の作成などに費やせれば、追加的な現金収入が期待できる。
ジェネポント県の農村の貧困問題は中長期的な問題でもある。これに対しては、上

記のような、ウジュンパンダンに出稼ぎに出ているベチヤひきの事業改善と農村女性
の新たな雇用創出の両方で対応するような何らかのプログラムを考案することも一考
ではないか。

1998．07．31

ＭＡＴＳＵＩＫａｚｕｈｉｓａ／ＪＩＣＡＥｘｐｅｒｔ

ＪＩＣＡ－ＢＡＰＰＥＮＡＳＰｒｑｊｅｃｔ（ＰｏＪｉｃｙａｎｄｌｍｐＩｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ

ＳｕｐｐｏｒｔｆｏｒｔｈｅＤｅＶｅＩｏｐｍｅｎｔｏｆＥａｓｔｌｎｄ°ｎｅＳｉａ）

Ｏｆｆｉｃｅ Ｐｈｏｎｅ／Ｆａｘ：＋62－411－452816

Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ Ｐｈｏｎｅ：＋62－411－315695　Ｆａｘ：十62－411－312895

Ｅ－ＭａｉＩ：ｋｍａｔＳｕｉ＠岬ｇ．ｍｅｇ乱ｎｅｔ．ｉｄ

（右記地図は編集部作成）

23

ジ去ネ於外県

ＵＪＵＮ白

帆吊的喝

バシカラ嗜 ｄ飢即叫‘恥



南の島の知性

南の島の知性補大棚ソ。モン軸より

1／1ページ

宮内泰介

南太平洋の国、ソロモン諸島のアノケロ村。スティーブンうドフォダさんは、この週末、お父さ
んのエリフアウさんや弟のエディが住んでいるアノケロ村に里帰りしていた。スティーブンさん
は、アノケロ村の出身だが、車で数時間かかる遠くの診療所で保健士として働いている。新し
い家の建築をお父さんに頼んでいたので、その進みぐあいを見に帰る意味もあった。スティー
ブンさんの子どもたちも一緒に帰ってきて、近所の子どもたちと一緒に遊ぶ週末だった。
さて週が明けて、スティーブンさんも仕事に戻らなければならない－と、思いきや、帰る様

子がない。彼が働く診療所は、彼と奥さんしかいない。彼がいなければ、住民も困るだろう。
「スティーブンさんはいつ帰るのだろう？」
それとなくエディに聞いたら、あっさりとした答えが帰ってきた。
「さあ、どうだろうか。私もわからない。彼は今仕事が嫌になっているんだ。最近も診療所の近

くで親族グループ間の喧嘩があって、何人もけがをするということがあったらしい。帰りたくない
ようだ」
そうは言っても、しかし－。

「彼のような人はソロモンでは珍しくない。私たちは白人や日本人と違う。仕事に疲れたら村に
戻り、もう仕事には戻らない、というのはよくあることだ。雇用者が呼び戻そうとしても、もどって
こない」村や家、畑や森、土地、家族、親族。これらはソロモンでは、お金以上に頼りになる存
在である。たとえば住民がフアサと呼ぶ木は、薪としても、建材としてもたいへん重要な木だ。
畑は、タロイモやサツマイモを中心に自給用の焼畑を行なっている。これらが存在しているかぎ
り、賃金労働は、二次的なものになる。
フアサという木が住民を支え、川が魚を供給し、という話を続けると、私たちは「熱帯の楽園」

をイメージしてしまう。自然が豊かや、住民はたいして働かなくとも生きていける、という南洋イ
メージだ。しかし、これは危険だ。一見自然に見えるものは、長い間かかって彼らが作り上げて
きた環境であり、彼らがそれを守り利用するシステムを維持してこそ意味のあるものなのだ。
「私たちは、白人や日本人と違う。白人や日本人は金に依存して生きているけれど、私たちは

違う」
エディの言い方は、ソロモンの方がだから優れているというふうでもなく、また、だからソロモン

はだめなんだというものでもない。金に依存した社会での生き方と、そうでない社会の生き方は
おのずと違うのだ、と冷静に見ているように私には思われる。そのエディがあるとき面白いこと
を話してくれた。「小さいころ、父が話してくれた。川に生息しているワニは、お墓に埋められた
死体が、お墓から抜け出して変身したものだ、と」
神秘好きの私の連れ合いは、身を乗り出した。エディは続けた。
「聞いた時は恐かった。しかし、そののちに私は考えたんだ。ほんとうだろうか、つて。よく考え

て、こう結論した。やっぱりそれは間違いだ、と。父はまだ信じているけれど」
私はこういう知性が好きだ。頭から信じるでもなく、頭からばかばかしいと否定するでもなく、

自分で考えて結論づける。近代科学ばかりを信用するのでもなく、近代科学を否定するのでも
ない。自分の判断で、ひとつひとつ冷静に検証する。上から与えられたものをこなすことばかり
を教える学校教育が大勢の日本社会では、いまこれがもっとも必要とされているのではない
か。
エディは初等教育しか受け七いない。本当の知性というものは、学校で教えてもらうものでも、

本から学ぶものでもないことを、私は南の島で教えられた。
火曜日、お兄さんのスティーブンさんは、ようやく観念して、帰ることになった。道路でトラック

を小1時間待ったあと、ようやく彼の職場の村行きのトラックがやって来て、ステイ⊥ブンさんと
奥さんのベルナティナさんは、トラックの荷台に乗りこんだ（この付近ではトラックがバス代わり
である）。兄弟の週末は終わり、日常がまた始まった。

ｈｔｔｐ：／／ｒｅｇ．ｌｅｔ．ｈｏｋｕｄａｉ．ａｃｊｐ／ｍｉｙａｕｃｈｉ／ｓｏ14．ｈｔｍＩ 24 98／09／03



ミナ／＼サ観光案内＿（芋＿）
ＪＩＩ井雄二

マナド　　仙川ＡⅨ）発

途中、イマン・ボンジョールの基、カリ村の滝などに立ち寄れる。（前号を参殿）

カカスカセン　ＫＡＫＡＳｌはＳＥが

この辺りから涼しくなり
車内の冷房が不要になる。

トモホン　　ＴＯ⊥0王船艦

ワロアン　　　一山血相

ラノワンコ　　仙川0曹ノ蛸ＧＫＯ

カワンコアン　ＫＡ甘心犯ＫＯ」蛸

トモホンからカワンコアン
にかけての道の右側には
温泉が湧き出ている’。
硫黄の匂いがする。

ビナベテガン　　Ｐ川ＡＢＥＴＥⅣＧＡＮ

村のあちこちで馬を見る
ことができる。
10歳程の子供でも上手に
裸馬を操っている。

ランゴワン　　ＬＡＮ∝）ｌＪ蛸

☆　ｕＫ伽‖鑑汀Ｉ隅肥氾Ｉ汀。ロコン山の麓にあるリゾート・ホテル。週末
はマナドからの客で賑わう。敷地内の公園はよく手入れされている。
清々しい空気を吸いながらロコン山の麓を散策するのも気持ちがよい。
公園の入場料は1人500ルピア。ＴＥＬ：（0431）箔1203
ロコン山登山はこの村からスタートする。事務所に届出が必要。

☆トモホン市（ｍＪＯＨＯＮ）ミナハサ郡第2の都市。ミナハサ福音教会
（ＧＭＩＭ）の本拠地。教会の数が多い。市内の数箇所にワルガが

現存する。一丁般の民家の庭の片隅にあったりする。

☆　ミナハサ伝統の高床式住宅の展示場。大小約20軒の木造住宅が展示

されている○注文すると分解して運搬してくれる。家の価格は1軒約
5百万～1千万ルピア。

☆　日本軍の淘富。太平洋戦争末期日本軍に徴集されたＦ労務者」が人力
で掘ったもの。地元民にとっては怨恨の対象である。
摘まの前にあるレストラン、剋日払Ｍ粗相ＧＫＯの従業員が炬火を持って
案内してくれる。（謝礼5千一1万ルピア程度）

☆　ラビアンとタウルの記念碑。ＢｅｒｎｈａｒｄＹｉｌｈｅｈｌａｐｉａｎと　Ｃｈａｒｌｅｓ
馳ｕｓねｕｌｕはこの町出身の独立戦争の英雄。1946年2月14日事件の
指導者。前者は宗教指導者でもあり、ＫＧＰＭ（ミナハサ・プロテス
タント協会連合）の創始者。’1977年4月5日没。後者は19柑年5月20
日没。両者共ジャカルタのカリバタ英雄基地に埋葬された。

☆　カワンコアンは落花生の町。東ジャワの鮎ＴＵ市に林檎の像があるよう
に、町の中心部には高さ3ｍのＦ落花生の像」が建てられている。
道路の両側に落花生製品の店が立ち並ぶ。町の特産品は次の2つ。
①ＴＯ班．茹でた殻付きの落花生を干したもの。

②ｍｍＡ砕いた落花生を砂糖で練り板状に囲めたもの。とても甘い。

☆†ＡＴＵＰＩ甑Ⅵ汀Ｅ州封調と呼ばれる巨石。Ｆ領地分配の右」という意味で
ある。長さ4ｍ高さ2ｍ。1974年12月1日乱Ｙ．Ｔｏｒ封唱北スラウェシ
州知事により周囲の施設が修復された。　石の表面には文字か記号の
ような奇妙な刻みがあり現在まで未解読である。
Ｊ．Ｆ．Ｇ．鮎ｄｅｌ博士の研究によるとこの巨石は7世紀頃、ＯＩ℃Ｋと呼ば
れるミナハサの各部族の首長が集まり会談した時の記念碑だと推定さ
れる。表面の刻みは会談の内容を記録したものだと思われる。

☆　同村には逸墜室がある。ミナハサの馬は有名で国体では数多く優勝

している。この辺ではＢＥｍ工という馬車が村人の主要交通手段である。

☆　豊泉があり、入浴施設が完備されている。健康によいとされている。

帰途、トモホン経由でトングノ湖に立ち寄れる。（前号を参風）

マナド　　鮎川朋氾　着
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ＡＩ和仏ＰＩＰｌ

ｂｋｏｎ ＬＵ（158伽）とｙｄｌａれ山（1311血）

は何れも活火山であり、煙を出している
火山湖腹有している。

ロコン山の方が美しく、その湖水は

駕鳥の卵のような青色をしており、水深
は約60ｌｎである。

火口は頂上より600ｍ下にある。カカス
カセン村を朝7時に出発すると午前中の

涼しい時刻中に火口に到着できる。
出発前には登山管理事務所に届出をする

のを忘れないこと。‾

ミナハサの民話　ｒロコン山とクラバット山Ｊ

大昔のことじゃ。ミナハサには数多くの山があった。
それぞれの山には名前の由来があった。ロコン山という
のはく最も古い）という意味で、マハウ山というのは、
（いつも煙を出している）という意味だったのう。
かつてはロコン山がミナハサで∵番高い山だったのじゃ

が、クラバット山に住んでいる者達はそれを不敵こ患い、
自分遠が住んでいるクラバット山を一番高い山にしたい
と考えたのじゃ。
そしてクラバット山の住民は皆でロコン山に出かけ、

ロコン山の山頂を削り始めたのじゃ。即った土は自分達
のクラバット山まで運び稜み上げたのじゃ。こうして、
とうとうクラバット山がミナハサで最も高い山になった
のじゃ。

そうそう、クラノミット山の住民が土を運ぶ時、土が少
しずつこぼれていてのう。そのこぼれた土が鶴み重なり、
カセへ山、タタウィラン山、エンプン山となったのし：や。－

◎子7二7Ｊ受〟ク瑚酔っｒおう式
．超や脚力ノブだ平石摺る毯

1　　　　　 日ＡＬＵＡ　ＮＯＵＧＡＴ　ＫＡＣＡＮＧ

正　子云汚彿∫，。讐－
ＫＡＷＡＮＧＫＯＡＮ

Ｋｏｍｐｏｓｉｓｉ　 ：Ｇ山ａ．Ｋａｃａｎｇ　Ｍｕｒｎｉ
ＭｅｒｋＴｅｒｄａｒｔａｒ：Ｄｅｐｋｅｓ　Ｒ．Ｌ　Ｓ．Ｐ．Ｎ°．731118．04／1996



交通事故発生時における対応・

1．本人又は家族が遭遇した場合

（1）本人又はその家族は警察への連絡、救急車の手配、病院の手
配又は入院手続き等、法律義務又は一般義務として取らなけ
ればならない行為（人命救助等）を最優先して行うこと。そ
の国の実情にあった対応策を前もって研究しておくこと。

（2）次に、出先国の事業所の責任者に交通災害発生の事実を知ら
せる。その情報収集の6原則は、

1）「何が」発生したか
2）「いつ」発生したか
3）「どこで」発生したか
4）「なぜ」「どのように」発生したのか

（緊急事態の内容によっては、その時点で想定される原因や理
由等の報告も必要）

5）「誰が」どうしたか・（行動）
「誰が」どうなったか（状況）（被災者の氏名、被災の度合

いなど）
6）「現在の状況」はどうか

（場合によっては、今後の見通しに関する情報も必要）。

（3）出先国の事業所の責任者（又はその代行者）はこ事実を本社
（海外事業部）に第一報として連絡す、ると同時に、被災者のた
めの最善策を判断し、実行すること。

（4）出先国の事業所の責任者（又はその代行者）は、必要に応じ
て、保険会社との連絡又は弁護士との連絡を取りながら、早
急に被災者のいる場所に行き、対策を指示し、その都度、本
社（海外事業部）に連絡を取ること。

（5）本社（海外事業部）は、事実を必要な部署に報告すると同時
に、必要に応じて留守家族又は実家に十分な判断に基ずいて
連絡をする。本社として、最善の対応を判断し、実行するこ
と。

（6）衝突事故等の際、相手を刺激するような非難はせず、又簡単
に当方から謝ってもいけない。星間で人通りの多い場所であ
れば、事故の目撃者等の証人を探し、電話牽号等を問いそお
くこと。

（7）夜間に複数の男が乗った車にぶつけられた時は、偽装襲撃で
ある可能性が強いので、あわててドアを開けてはならない。
場合ｌ；よっては、すぐ警察に飛び込むこと。

2．同僚が遭遇した場合

対応方法は、上記1．本人又は家族が遭遇した場合と同様で
ある。

3．現地人が遭遇した場合

（1）赴任地にて、現地人が交通事故に遭遇した場合には、それぞ
れの国の国情によって、ベストな対応方法が異なるので、現
地に赴任した時点で、現地の国情に詳しい人に、ペストな対
応方法を尋ねる必要がある。

（2）国によっては、現地人の事故現場で、付近の人々に囲まれて
リンチを受けるようなこともあるので、負傷者の救助よりも
先に、近くの警察署への報告を優先させるべき場合もある。
しかし、一般的には、人身事故の加害者になった場合、人命
救助を第一義とし、周囲の状況を判断するとともに、・相手の
傷害の程度を確認の上、必要に応じて緊急医療の手配を行う
と同時に、警察に連絡、大使館に報告し、保険会社に連絡す
ること。

（3）お見舞い金等の事後処理も、現地の相場・習慣を守る必要．が
ある。



その他の事故における対応

1．基本方針

（1）海外における社員及び家族の身体の安全を事故から守り、か
つ業務や日常生活への速やかな復帰への支援を行う。

（2）海外で事故に遭遇した際、当事者や組織が、可能な限り、合
理的かつ円滑に対処できるように、当事者や組織の行動指針
を定め、日頃からの準備事項等を講ずる。

（3）事故の内容・程度により、組織的な対応レベルを設定する。

2．緊急行動指針

（1）当事者の行動‘指針
海外において事故に遭遇した時は、まず自らの身体の安全

を図り、速やかに緊急連絡先に第一報を入れたのち、状況の
把握に努める。

1）緊急連絡先
①勤務時間内は所属部署（当事者が所属する海外工事事務所
’等）

②勤務時間外は、上司の自宅（例えば、海外工事事務所の所
長等）

2）状況の把握
①何が起こったか＝事態の種類
②いつ起こったか＝発生・発見の時刻
③どこで起こったか＝場所
④なぜ起こったか＝推定される原因
⑤影響はどうか＝人身、施設、財産についての影響
⑥今どうなっているのか＝自己の負傷等を含め、現状対応の

進行状況　　　　　　　　　　　　　　　題
（りこれからどうなりそうか＝事態の発展性、対応の効果
⑧連絡先＝住所、氏名、電話番号

（2）組織の行動指針
海外で被災した社員・家族の被害を最小限とすべく、救

助・援助、業務復帰等につき組級的な支援を行う。
事故の規模・内容等により、所管あげての対応が必要と判

断される場合接、海外事業部長を、本部長とする「所管災害
対策本部」を海外事業部に設置し、災害対策活動を行う。さ
らに全社的な対応が必要な場合は、所管災害対策本部長から
の要請により、社長を本部長とする「本社災害対策本部」を
本社に設置する。

1）所管災害対策本部
①構成

海外事業部長（代・副事業部長）、総務部長、土木部長、瑳
築部長、事務課長

②活動内容
・・情報受発信の窓口となる
・構成員の役割分担を決定する
把
家

ナ　ノ

した情報を逐次本社に報告すると共に、必要に応じ、
等関係者へ連絡する。

・政府関係接関（外務省、大使館、総領事館他）や商社等か
らも幅広く積極的に情報入手に努める。

2）本社災害対策本部
①構成

その他の事故に関する「本社災害対策本部」の組織表は、
各社の基準に従う。

②活動内容
・構成員の役割分担の決定
・被災役職員、家族の救護・援助と長期的な支援策の立案・
決定

・業務の正常化策の立案・決定
③広報活動
・必要に応じ、事態を役職員に周知
・災害に関する情報の収集
・必要ある場合、報道機関への統一見解の発表
・家族への役職員の安否情報の伝達

■

3．平常時の備え

不測の事態に備えて、日頃から防災意識の高揚を図ると共に、
必要な対策を講ずる。



（1）通常の通勤交通手段の他に、代替交通機関を把握しておく。

（2）被災時の家族との連絡ルートを複数用意しておく。

（3）英文・和文の身分を証明するもの、緊急連絡先表、血液型等
を控えた「我が家の防災カード」を常時携帯する。

（4）最小限度の水、食糧、医薬品、燃料等を備蓄する。

（5）当社職員や在留法人との最新の連絡網を確立しておく．。

（6）避難が必要となった場合を想定し、避難場所、避難方法を周
知確認しておく。

（7）国外脱出可能なように、エアーチケット及び必要最低限の現
金を用意しておく。

（8）日頃から重要書類及び貴重品の管理を徹底する。

（9）携帯電話の所持、又は簡易通信手段を講じておく。
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肩越しに視線をとばす
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日本の観光客や新米の駐在員がスリ、ひったくり、置きびき、
その他もろもろの被害にあうのはスキありとみられるから。写
真やビデオの撮影やショッピングに夢中になるから。

財布に現金をたくさん入れていることが知れているかち。
ニューヨークで専門家がそんな日本人を観察してどうも

人は肩越一Ｌに視線をとばきない（Ｔｈｅｙｄｏｎ．ｔｔｏｏｋｏｖｅｒ

ｓｈｏｕｌｄｅｒｓ）ようだとコメントしている。

要は接近してくる者を警戒することだ。
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に巻き込まれるケー・スが多発しています。それでは、日本人と
見られないようにすれば問題が醜決するか、と言うとそうとば
かり言えないのです。それは例えば、他国のアジア系外国人が
経済の実権を持つ国が東南アジアには多くあります。そしてそ
れに対する反発からデモや襲撃事件になることがあります。又
欧州においてはアジア系難民を受け入れている国では難民の流
入が現地の人の失業率の増加の一因になっている事がありま
す。

このような場合日本人と他のアジア諸国の人と見分けのつか
ない現地人から誤認されて嫌がらせや排斥を受ける可能性があ
ります。
つまり日本人であると容易に判別されてしまうと金銭を狙わ

れ、又一部地域のアジア人と思われると身体に危害を加えられ
る恐れがある、という事態になります。
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が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
糖
尿
病

を
奴
い
ま
す
。
嶺
た
り
．
黄
症
（
お
う

だ
ん
）
が
あ
頃
．
茶
褐
色
の
ネ
ズ
ミ

臭
（
カ
ど
の
生
え
た
よ
う
な
い
や
な
ｉ

臭
い
）
の
す
る
尿
が
出
た
時
は
、
肝

臓
病
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
溜
り
（
時

に
血
牡
）
が
あ
り
、
排
尿
鵬
・
残
尿

賊
が
あ
れ
ば
、
ほ
う
こ
う
炎
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
五
十
歳
以
上
の
男

性
で
麹
尿
感
・
横
磯
の
み
の
場
合

は
、
削
立
せ
ん
肥
大
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。
．
一

チ
ェ
ッ
ク
3
　
槙
を
見
て
、
白
目

の
充
血
、
黄
色
変
化
は
な
い
で
し

ょ
う
か
㌣
　
積
の
色
は
？
　
む
く
み

は
？
　
舌
の
色
は
7
．
．

日
目
（
眼
球
結
膜
）
は
通
常
は
白
．

色
で
す
が
、
眼
精
疲
労
な
ど
で
充
血

調我慢せず
よ
う
に
な
り
、
血
管
が
見
え
な
く
な
、

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
貧
血
が
強
い

と
、
眼
険
結
膜
は
蒼
白
（
そ
う
は

く
）
と
な
る
の
で
、
黒
色
便
と
一
緒

に
認
め
ら
れ
た
時
は
、
消
化
管
の
出

血
を
疑
い
ま
す
。

同
様
に
、
顔
色
も
病
気
を
よ
く
反

映
し
ま
す
。
黄
色
は
費
虹
で
肝
疾
患

を
バ
蒼
白
色
は
貧
血
を
、
赤
み
を
博

び
た
顔
で
胃
い
屑
は
呼
吸
器
疾
患
を

疑
い
ま
す
。
ノ
顔
の
む
く
み
届
臓
劇

で
よ
、
く
見
ら
れ
ま
す
が
ハ
そ
の
ほ
か

海
外
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
身
体
の

不
調
を
我
慢
し
が
ち
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
事
過
れ
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
毎
日

少
し
の
時
間
で
、
自
分
で
で
き
る
健

班
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
八
項
目
を

二
回
に
分
け
て
お
教
え
し
ま
す
。
．

チ
ェ
ッ
ク
ー
寝
付
き
、
目
覚
め

は
い
い
で
す
か
？
　
′
．

鵬
眠
障
蜜
は
、
い
ろ
い
ろ
な
臓
神

経
系
疾
患
や
心
不
全
の
初
期
に
見
ら

れ
ま
す
。
′

チ
ェ
ッ
ク
2
　
尿
の
に
．
お
い
や
色

は
㌣
．
濁
叶
や
皆
第
、
残
尿
感
は

な
い
で
す
か
？

頻
尿
で
尿
壇
が
多
く
（
一
日
三
－

四
㍍
）
、
覗
蕃
典
の
あ
る
泡
立
つ
尿

めに病菊発見

マニュ凱レ
■

関西労災病院
内　科・医長　．

大原．1－知樹
．
す
る
ほ
か
、
高
血
圧
や
せ
き
の
多
い

疾
患
で
は
㍉
出
皿
す
る
こ
と
湖
あ
り

ま
す
㌢
ま
た
、
儲
症
の
出
る
疾
患
．

（
題
号
肝
炎
Ｕ
肝
硬
変
へ
膵
か
ん

な
と
）
で
は
千
首
臼
の
菌
染
で
黄
虹

に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
∴

．
次
に
ア
ツ
ー
ヵ
ン
ペ
上
を
し
て
み
て

下
さ
い
。
下
手
ぶ
た
の
鼠
期
限
険

（
が
ん
け
ん
）
結
膜
＝
は
通
常
ピ
ン

ク
色
を
し
て
い
で
血
管
が
よ
く
見
え

ま
す
が
・
イ
ン
ブ
ル
エ
ン
培
息
診

・
（
ま
ん
ん
蒜
ど
の
炎
鼠
径
涙
腺
を

起
こ
す
と
‥
白
っ
は
く
選
ノ
た

に
心
臓
病
や
印
状
せ
ん
ホ
ル
モ
ン
分

泌
低
下
の
際
に
も
出
現
し
ま
す
。

ｈ
舌
は
通
常
や
や
赤
み
を
帯
び
て
適

度
に
粗
潤
で
す
が
、
脱
水
状
態
で
は

乾
燥
し
ま
す
し
∵
だ
機
欠
乏
や
口
内

乾
燥
（
口
呼
吸
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ト
カ

ー
）
、
消
化
器
疾
患
で
は
表
面
に
白

ま
た
は
轟
褐
色
の
膜
の
あ
る
こ
と
が

多
く
な
る
。

チ
ェ
ッ
ク
4
　
大
便
の
色
、
㌧
固
を

は
？
．
値
に
血
液
や
粘
液
が
混
じ
っ

て
い
ま
せ
ん
か
斗
∵

下
痢
は
急
性
の
場
合
と
慢
性
の
場

合
が
啓
、
急
性
は
暴
飲
嬰
麿
ま

竜
急
性
塀
炎
や
大
腸
が
ん
に
注
意
重

る
必
喫
妨
あ
り
ま
す
。
慢
性
肝
炎

は
、
五
〇
％
が
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因

で
迫
こ
け
、
脂
肪
の
多
い
食
串
を
食

べ
た
後
な
ど
に
へ
そ
の
や
や
左
を
中

心
と
す
る
腹
痛
が
也
こ
る
の
が
特
徴

で
、
俊
は
い
つ
も
ゆ
る
く
、
脂
肪
の

蓋
い
た
め
、
時
に
下
痢
便
に

脂
肪
滑
が
混
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。ｒ．
ま
た
、
大
腸
が
ん
は
無
痛
性
の
下

痢
と
促
秘
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多

く
、
時
に
便
の
表
面
に
帽
赤
色
の
血

液
の
付
着
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き

挿
（
じ
）
か
ら
の
出
血
と
閑
適
わ
れ

や
す
い
の
で
す
が
、
痔
は
誹
便
後
の

新
鮮
血
な
の
で
区
別
し
て
．
↑
だ
さ

い
。
血
便
は
出
血
性
消
化
器
疾
患
に

よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
痔
や
直
腸
な

ど
肛
門
か
ら
近
い
出
血
ほ
ど
赤
く
、

胃
や
十
二
指
脇
な
ど
遠
く
な
る
ほ
ど

黒
く
な
り
、
黒
色
便
で
見
つ
け
ら
れ

る
こ
と
が
多
ぐ
な
甘
ま
す
。
∴

家べの侵
・工桁11‾

適法鮒。。。ｎｇ中叫繍蚊．
ｌ．1

！‾芸票三宝‡‡二言
欄虹声準、・発疹（はらしん）ｔ、全身の
だるさと骨や筋肉、関節の痛みなどの症

湖が現れるこ’熱帯・址熱帯地方に多い感

も準酢す。草本呼子は自然に回復する蝿

滴の嘩脾です頻有囲郎車や郎耳た
．雄坤卿こ血圧が急激に低下し死に至るこ

・ともあるので、症状の変化に昼注意が必

．華′です。：

；．、日本圏内ではなじみが洒いのですが、
‘．ｊ

骨監禁言霊監禁票
こます。世界保健機関（ＷＨＯ）‘では、地

‥球七に隼む5，人に1人はデング熱の脅威
：ｌ・・わも・とにくらし、財閥数百万人の仏者発

言生と数万人単位の死亡があると推定し、

流行地域と心者数はこの10咋間で拡大と

咄1日の傾向にあると報告しています。

熱柑シマカは、人の生活闇内で繁始し

（家の川りの水かめ、たまり水ヾ花瓶の

中の水など）星間に行動するので（と1三：

、マラリアを迎ぷ蚊は㈲1机こ行動する）、

・蚊の多いような鋸邸、とくに雨期には、

国立感染症研究所、
’．感染症挿報室長十

．周酢：信彦有㌦・
1　Ｉ’・ｒ；’・

・・′・．・・Ｐ、琴琴あいていなりように注意するな
宣圭密）－；二号レて、．．な畠ペく蚊に刺されない

ｌノ．よ一1．

想卓抜うにするととが故も誼要です。
二・㌧・Ｃ，ヽ一ノ▼－コｌ’もノヽ一一も一一〃′ＪＵもてノ月払コメＣ、フ0

郊外、輝寸、都市射蔚にわかわ争ず噂舐治嗜好ング如劃して特別効児の卒

轍謡南極念な彿なく、抗甥も坤Ｉｌ　　　　　　　　　　りュ・．．

幾藍悪艶麗豊悪霊

昼容易に広がります0急勘．こ部市化

茫禁濃窓裏窓霊慧窓㌫ｌヽ

如し．こそ輔と差も極とウ祁緑ｌ

も鵡くなるたや患者数が軌禍的
Ｈｌｌ‘．・．

争つつある途上国タイプの郁絹

壷現墳整鳩が十分ではないま渾

ｍ…‾∴‾こ∴「．．－∴妻‡舵計・些細二∵二一一一∴一丁一一ｍ

います。　　　　　・　　、

デング鰍こかからないた吟の日常の注

意点や、Ｐ．かかった後の治療法は下記の通

りです。

注意；．ポウブラがわかないよう畢こする

こと．（家の周りに水たまりなどを作らな

いこ放脱しない）ｌｅ蚊が身近に準いよ

うにす菌ことｒ（窓にはスクリ了ンをつ

ぜ」と向じ考え方で家庭で対処して問題

1ありませんが、．掛が3日間以上続く、ｌ足

腰が痛くとてもだるいといった症状′甘あ

る車は、溜瑚問呼診した加はい
でしょう。1．鼻血、噛ぐきからの出血、血

便などが見られたら、・迷うことなく受診

すべきです。　　　．
ｌヽ－

率が出ると購熟知を使う人登多いと思

い牢す姉仲嘲刑の両もア率軸は

デング熱による出血しやす欝さらに増
強するので＼デング流行地での使用は原

則的には避けた方が猟明です．（アスピリ

ンは止血に事要な役割を持つ叫城内の血

′」噸の作用を軸らます）．。・もちろん、・ど

のよぅ搭嘩剤．官も姪岬醜いよもな

注郊串唖で熊十十㌍



韮ム唾陛Ｌ＿在至上旦吐旦杢匡裡塵重畳垂、らのお知らせ

在留邦人各位 平成10年10月1日

年内の当国での主要日程を以下の通りまとめてみましたので、ご参考までにお知らせいたします。
なお、これらの行事日程はあくまで「予定」の日程であり、変更の可能性もありますので予めお含み
置き下さい。

一二重臣
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聖なるパンチヤシラの日。（Ｈａｒｉ Ｋｅｓａｋｔｉａｎ Ｐａｎｃａｓｉｌａ）

国軍記念日。
メガワティ派ＰＤＩ大会。（パリ）
ゴルカル34周年記念日。

（例年ゴルカルはこの日に党大会を開催していたが、今年は
7月に繰り上げ臨時党大会を実施した。）
青年の誓いの日。（Ｈａｒｉ Ｓｕ叩ａｈＰｅｍ血）

（1928年のこの日、インドネシア各地の青年が集まり、イン蹄シ7、
イン緒シ7人、インドネシア語が唯一の祖国、民族、言語であることを

誓った。）

電気料金20％色上げ。
（全5回に分けた値上げの第3回目。5月が初臥）
＜予定＞臨時国民協議会。
東ティモール・ティリ事件7周年
預言者ムハンマド昇天祭
ＡＰＥＣ首巌会議。（於：マレーシア）大統領出席。〉

1974年のこの日、東ティモールへ「イ」国軍「義勇軍」軌
ＡＳＥＡＮ首脳会議。（於：ハノイ）大統領出席。〉
断食月開始。
クリスマス。

．■シーラカンス、インドネシアにもいた－英誌に捕獲発表
篇2の群れ、存在か－アフリカ沖以外で初

約4億年腑こ地球上に現れた原始的な魚種で「生きた化石」といわれているシーラカンスが、
インドネシア沖で発見、捕獲されたと、米カリフォルニア大学バークリー校のロイ・コールドウェ
ル教授とインドネシア科学協会の胡査グループが、24日発行の英科学誌「ネイチャー」に発表
した。

シーラカンスはアフリカ南部のインド洋側にしかいないと考えられてきたが、新発見場所は1
万キロも離れており、広く生き残っている可能性が出てきた。

発表によると、今年7月、インドネシア・スラウェシ島沖で、29キロのシーラカンスが捕らえら
れた。アフリカ沖で繁殖しているものが移動してきたとは考えられず、第2の繁殖集団が存在し
ているとみられるという。

シーラカンスは、水から陸に上がって現在の陸生せきつい動物の祖先となったと考えられて
いる硬骨魚頬の総鰭類に属する魚類で、約4億年前の古生代デボン紀に登場、7000万年前
ごろの中生代白亜紀まで栄えていたが、その後は絶滅したと思われていた。

ところが、1938年、南アフリカ沿岸でトロール中の漁船が引きあげた魚がシーラカンス規に
属することがわかって生存が確認され、現存種は「ラティメリア」と名付けられた。これまでマダ
ガスカルの近くのコモロ緒島周辺などで200匹以上が捕らえられている。

32



川井　址二

ヨヒスラウェ　シ　ー　Ｅｇｌ廿博物飽

マナド市の中央に位置し、交通の便がよい。敷地面積1ヘクタールを有し、まだ建設途中だが、
マスタープラン通りに完成すると相当立派なものになるだろう。
ここで北スラウェシの4つの民族の文化の概要を知ることができる。
本物のｒＹａｒｕｇａｊや巨石ｒＹａｔｕＰｉｎａＹｅｔｅｌ脚Ｉｊのレプリカなどもあり、時間がない旅行者には
北スラウェシの風俗や文化に触れるよい機会である。
建物のスペースに対して展示物の数が少ないことと、展示品の説明不足が今後の課題であろう。
特に明朝や清朝のものとされている壷や皿などの陶器に関しては怪しげな説明が多い。
（陶器に関してはインドネシア全国でも専門家が数人しかいないという）

展示品は5年に1回内容を交換する。
展示館に隣接する図書館には、ミナハサの歴史、ミナハサの民話、北スラウェシにおける独立戦争
などに関する貴重な文献が多いので興味のある方は一度訪れることを勧める。

1．概　　要

名　称：ＸＵＳＥⅥ‖慨ＧＥＲＩ ＰＲＯＰＩＮＳＩ ＳＵＬＡＹＥＳＩ ＵＴＡＲＡ

所在地：Ｊｌ．Ｙ．Ｒ．ＳｕｐｒａｔｎａｎＮｏ．72　払ｎａｄｏ

ＴＥＬ：（0431）862685

入館時間：月曜～木曜日　08：00－13：30
金曜日　　　　08：00～11：00
土曜日　　　　08：00～11：30
日曜日　　　　通常は閉館だが、2日前に予約すると特別に開館してくれる。

入館料：大人Ｒｐ．750一　子供　Ｒｐ．500－　　　　　　　　　　　　　　　　（謝礼必要）
館員のガイドがついた場合、別にチップが必要。

2．博物館設立の歴史

1967年、Ｘｉｎａｈａｓａ県Ｒａｔａｈａｎ郡Ｒａｓｉ村の住民、ＢｏｌａＬｅｎｓｕｎ氏が自宅の庭から出土した

陶製の壷や皿を数点、教育文化省文化総局北スラウェシ地方局に持参した。同氏は、この出
土品の調査と管理を同局に依頼した。これが北スラウェシ州国立博物館設立のきっかけであ
る。以降、先祖の遺産の重要性を自覚した市民たちが各人所有していた物品を同局に寄付す
るようになった。
1974年には、集められた物品が相当数になり、専門の保管場所及び、－一般市民に回覧させ

る場所の確保の必要にせまられた。
Ｈ．Ｓｕｍｕａｎ文イ臓引ヒスラウェシ地方局長は、同年北スラウェシを訪問した、ＤＲ．ＩｄａＢａｇｕｓ
鮎ｍｔｏｒａ文化総局長に博物館設立の陳述をした。この要望は、1974／1975年度の予算として

認められた。
Ｊｌ．ＫｉＨａｊａｒ’Ｄｅｖａｎｔａｒａ（環在のＪｌ．Ｙ．Ｒ Ｓｕｐｒａｔｎａｎ）Ｎｏ．72　に博物館が建造された。

1974年当初は、敷地面積200皿乙建物面積14伽戒という小さなものであった。

1991年1月9日付教育文化大臣決定書第001／Ｉ．0／1991号にて、北スラウェシ州国立博物館
として認可された。

3．展　示　物　（中庭）

①ＷＡＲＵＧＡ（ワルガ）〈実物〉
古代ミナハサ人の石棺。石をくり抜き、穴の中に遺体をしゃがむ格好で収めた。
石棺の上部には狩猟の様子、動物や植物などのモチーフなどが彫刻されている。
ワルガはミナハサの数箇所に現存しているが、ＡｉｒｍａｄｉｄｉのＳａ甘ａ喝ａｒＬ地区にあるものが一番
まとまっており、教育文化省より　Ｆ古代遺跡公園ｊに指定されている。
その起源は巨石時代に減るとも言われるが不明である。古代は部族の有力者だけの墓であっ
たが、14世紀頃からは民衆の間にも広まっていった。石棺の中には遺体の他に剣や装飾品
なども入れられるようになった。18世紀初頭ミナハサ地方を襲った疫病により多数の死者が
出てワルガの生産は衰え、キリスト教が伝導されるようになると完全になくなった。

ｔ°
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②甑ｍ Ｐ川Ａｍ肌用　〈レプリカ〉
Ｔｏｍ関ＳＯ郡にある巨石。長さ4ｍ高さ2ｍ。
古代ミナハサの7つの部族代表者が集まり、和戦に関する会合を開いた。

会合で決議された内容は石に刻まれた。この古代の文字は未だに解読されていない。

4．展　示　物　（1階）

1．北スラウェシ州国立博物館マスタープランの模型。
2．Ｌｅｔｔｕ ＣＴＺ Ｐｉｅｒｅ Ｔｅｎｄｅａｎ　（ピエレ・テンダアン中尉）の胸像

3．ＬｅｔｋｏＩ Ｃｈａｒｌｅｓ Ｃｈ．Ｔａｕｌｕ　（チャールズ・タウル中佐）の胸像

4．ＤＲ．Ｇ．Ｓ．Ｓ．Ｊ．Ｒａｔｕｌａｎｇｉ　　（ラトウランギ博士）　　　の胸像

ｔ　5．ｋｔｋｏＩ Ａ．Ｇ．ｈ氾ｂ喝　　　（レンボン中佐）　　　　の胸像

6．抱囲ｒ Ｄａａｎ ｈｇｏｔ　　　　（ダアン・モゴット少佐）　の胸像

7．Ｒｏｂｒｔ Ｙｏｌｔｅｒ Ｈａｎｇｉｓｉｄｉ　（ロバート・ウオルテル・マンギシデイ）の胸像

8．木琴。大小7つある。
9．ポラアン・モンゴウドゥ県の紋章

10．ゴロンタロ市の紋章
11．ゴロンタロ県の紋章
12．サンギエ・タラウド県の紋章
13．北スラウェシ州の紋章
14．北スラウェシ州の地図
15．教育文化省の紋章
16．ミナハサ県の紋章
17．マナド市の紋章
18．ビトゥン市の紋章

☆以下『ボラアン』と略す

☆以下Ｆサンギエ』と略す

19．ブナケン海洋公園の海中模型。

20．ＢＡ∽脚ＮＧ　【南ミナハサ】　基の上に置く木箱。霊を守護するものと考えられていた。
ワルガがミナハサ北部の風習であるのに対し、このバロンソンはミナハサ南部の風習である。
木製なので年代ものは少なく、これはオランダにあったものを博物館用に逆輸入したものである。

21．Ｌ貼Ｕ隅ＢＡｍ 脱穀に用いる石臼。
22．ＴＡＴＵｕｍ曹Ａ　【ミナハサ】　村の境界に置き、村の守り神とする石像。

23．些墜　粘土製の壷。外地で死んだ遺族の骨をこの壷に入れて故郷に持ち帰る。
24．ワルガからの出土品。腕輪、皿、刀などがワルガの中に収められていた。
25．考古学的石。①サンゲエの血ａｎ如洞窟より出土した石。約6，000年前のもの。

（診ミナハサのＰａｓｓｏ村より出土した石。約8，000年前のもの。

1975年、ＡｕｓｔｒａｌｉａｎＮａｔｉｏｎａｌＵｎｉｖｅｒｃｉｔｙ　考古学研究所ＰｅｔｅｒＢｅｌｌｖｃＫＸｌ教授の調査による。

26．ＮＥＫ朋汰

ＲＥＤⅥⅦ

27．Ｔ肝ＡｍｍＡ　【ゴロンタロ】　結婚式で新郎の両親から新婦の両毒如こ渡す贈物。
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タロ】　結婚式で新郎新婦が座る椅子と装飾品。
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新郎新婦の初夜の寝室。
伝統的な結婚衣装。
新郎新婦の初夜の寝室。
結婚式で新郎新婦が座る椅子と装飾品。
伝統的な結婚衣装。

34．北スラウェシ各地方のハンドクラフトの帽子、寵、カバンなど。
35．Ｂ瓜βＩ　　　　　　　【ポラアン】　伝統的な家屋。

36．ＢＥＬＥＰＩＴＵＷＤｔⅢＡⅢ　【ゴロンタロ】　伝統的な家屋。
37．Ｂ肌Ａ　　　　　　　【サンゲエ】　伝統的な家屋。
38．－ＡＬＥ　　　　　　　【ミナハサ】　伝統的な家屋。

39．各民族の代表的な漁具の実物と模型。　①ＳＡＳＡＲ肝淡水魚用網②モリ③淡水魚用仕掛け④海用モ
リ⑤日笠⑥ＳＥＲＯＧＡＮＴＵＮＧ海用仕掛け。陸地より1マイル沖。⑦ＴＯＬＵ日笠⑧餌箱⑨餌籍⑩網を縫う
道具⑳投網⑳ＳＥＲＯＴＡＮＡＪ海用仕掛け／海中10ｍに仕掛ける⑬ＥＰＵＴＯ淡水魚用仕掛け⑭収穫魚入れ。
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∂

40．／41．インドネシア各地の代表的な織物。
ジャワ、パレンパン、ランプン、バリ、東ティモールなど。

42．イリアン・ジャヤの女性が身につける腰蓑。
43．Ｐ仙ＩＡⅣＫＯＦＦＯ

44．【中部スラウェシ】　ＫＵＬＡＷＩ族が身に纏う木の皮で作った服。

5．展　示　物　（2階）

45．1914年オスマン帝国のスルタンからＥｅ血ｉｋ址鵜ＳＯｋｏ医師に対して贈られた表彰状。

同氏が1914年の戦争において赤十字の医師として貢献したことに対するもの。

46．初代大蔵大臣ＤＲ Ａｌｅｘａｎｄｅｒ Ａ．ｌａｒａＪｎｉｓに対する3つの表彰状。
①1956年2月17日付、西ドイツ政府からのもの。駐ドイツ大使としての貢献に対するもの。
②1960年8月17日付、ＰｉａｇａＪｎ ＴａｎｄａＫｅｈｏｍＬａｔａｎ Ｂｉｎｔａｎｇ ＸａｈａｐｕｔｒａＴｉｎｇｋａｔＩＩＩ

③1992年8月12日付、Ｐｉａｇａ皿ＴａｎｄａＸｅｈｏｎｎａｔａｎ Ｂｉｎｔａｎｇ Ｒｅｐｕｂｌｉｋ Ｕｔａ皿ａ

47．ゴロンタロ地方の独立戦争の英雄Ｎａｎｉ†ａｒｔａｋ）ｎｅが使用していた椅子。

48．女性運動組織『ＰＩＫＡＴ』の創始者、ｈｒｉａＹａｌａｎｄａＸａｒｚｕｎｉｓが使用していた机と椅子。
49．1946年2月14日、マナドにおける独立戦争に関する会議で用いられたテーブルと椅子。

マナド市内には、この日を記念したｒＪＬ．14ＰＥＢＲＵＡＲＩ（2月14日通り）ｊがある。

0　1　2　35　5　5　5

陀鮎∬Ｕは肺Ｅ　【サンゲエ】　伝統的な漁師の船と漁師の家の模型。
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オランダ時代の馬車（実物）　車輪が木製である。
Ｓ麒ＩＩ　牛車。

54．【ミナハサ】　且で作った楽器。儀式で使われた。
55．【ミナハサ】　銅製のクラリネット。大小23個。結婚式や歓迎の儀式に用いた。
56．ＫＡＢＯＳ瓜偶【ミナハサ】　歓迎の儀式に着用した戦いの衣装。

①Ｂｕｒｕｎｇ Ｔａｏｎ（境の根元にある刻みの数から年齢が分かることから年齢烏と呼ばれている）の
境と羽で作った帽子。②槍　③剣　④木の皮で作った衣服

57．【ミナハサ】　伝統的民家の台所の模型。
58．椰子の実の白い果肉を擦り下ろす機械。動力は足漕ぎ式。
59．刀や包丁の鍛冶場の模型。

60．グラ・ジャワ（黒砂糖）の製造場の模型。

61．刀や兜。
62．オランダ風調度類。角卓＋椅子4脚。丸卓＋椅子6脚。ランプ2個。戸棚1つ。

63．ＫＯｍ－ＫＡＲＡ【サンゲエ】　部族抗争時代の戦い用の船をモチーフにした木彫り。
64．私刑鮎　【サンゲエ】　結婚式の贈物を入れる箱。布製でビーズの装飾がある。
65．ＰＥＮＧＩ仙川【ミナハサ／サンゲエ／ゴロンタロ】　結婚式で用いる食器の一種。
66．椰子油を用いるランプ。
67．オランダ風調度類。卓＋椅子2卿。卓の上にはドイツのハンバーグ製のベルがある。
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【サンゲエ】

【サンゲエ】
【サンゲエ】

【ポラアン】

【ポラアン】

【ポラアン】

結婚式で新郎新婦が座る椅子と装飾品。
新郎新婦の初夜の寝室。
伝統的な結婚衣装。
新郎新婦の初夜の寝室。
結婚式で新郎新婦が座る椅子と装飾品。
伝統的な結婚衣装。

コインと紙幣のコレクション。日本軍政時代の紙幣もある。

75．北スラウェシ各地の土器。
76．中国、朝鮮、タイの茶碗や小皿。
77．ヨーロッパ風の食器類。
78．／79．中国（明朝／清朝）や日本の壷や大皿。
80．壷。大4個。小5個。
81．ポルトガル／オランダ時代の大砲。
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インドネシア語クロスワード・パズル（2）

間溝：芸2品踪㌫豊漂欝芸票炉の文字を並べると

くつ

出題：川井雄二

ＭＥＮＵＲＵＮ　　 タ テ の カ ギ ＭＥＮＤＡＴＡＲ　　 ヨ ＝コの カ ギ

1

2

3

4

5

8

臣 芭 竃 芭 溺 豊

インドネシアには2 4 のロ 亘＝コと3 の特別地区

1

6

7

8

9

11

13

14

◎人名。ＰａｈｌａｖａｎＮａｓｉｏｎａｌ（国家実施）の一人。

ジャワ戦争（1825－30）における指導者。

ハメンク・1毎ノ　3 世の長男であったが、母の出身が
低かったため弟が4世として即位した。

があり、それぞれ Ｇｕｂｅｒｎｕｒ （知事）がいる。 通常、 Ｐａｎｇｅｒａｎ（王子）　　　 と呼ばれる。
輩 Ｎｏｎａｍｉ ｔａｄａｎｓａ，ｄａｎｓａ □ ｋａｌｉ．．．

◎ ｓｅｐｅｒ⊂ ＝ ］ｊａｎ＝1 5 分

◎西部ジャワは ＳｉｌｉＹａｎｇｉ師団、東部ジャワは
ＢｒａＴＨａｙａ師団。中部ジャワは⊂＝ コ師団。

スポーツ。運動。　　 日本の 『図体』にあたる Ｂａｇｉａｎｔｕｂｕｈｂｉｎａｔａｎｇｄｓｂｙｇｐａｌｉｎｇｌ光1ａｋａｎｇ
◎Ｐｅｋ甜 ⊂＝ ］ぬｓｉｏｎａｌ（冊 ）＝全国運動週間 Ｄｕａ［亘 ］ａｙａ皿／Ｔｉｇａ ［二重 コ ｋｕｃｉｎｇ

（大会の前後に1枚数千ルピアの協賛ステッカー ◎鱒ｅｎｇｈｉｎｄａｒｉ皿ａｋａｎｄａｎｎｉｎ皿 ｄｅｎｇａｎｓｅｎｇａｊａ
をいたるところで強制的に買わされる） ◎Ｂｕｌａｎ　　　 ＝断食月　 Ｏ　　　 Ｓｅｎｉｎ－Ｋａ皿ｉｓ

雪 ∃ ご票 詔 。線霊漂 覧 ＝治療 整理する。取り締まる。しきる。
◎ 関王⊂ ＝ 如＝規則。法令。条例。

【英語と同じ綴り】会計検査。監査。 オパケ。幽霊。悪霊。Ｐｏｏｏ喝やねｎｔｉ別間止が有名
10

12

13

思い出す。覚えている。記憶する。気がつく。
◎Ｌｕｐａ－ｌｕｐａ　　　 ＝はっきり覚えていない。
奉 Ｋｕ　　　　 ａｎｋｅｐａｄａｍｕａｋａｎｊａｎｊｉｍｕｐａｄａｋｕ
Ｈａｎｙａｌａｈｓａｔｕｐｉｎｔａｋｕｊａｎｇａｎｋａｕｌｕｐａｋａｎｄａｋｕ
態 露 悪 宝 殿 。。ｈｒ．

：崇 に憲 芸憲 麗 買㌘ 0

～と（ａｎｄ）Ｓａｒａｈ［＝］ｓｉｔｉａｋａｎ ｄａｔａｎｇｂｅｓｏｋ．
噺 ＝ ：］ｈｏ聖 拝酢 瑚 ｏｎｍｔ血 ｉ敬具

輩 Ａｎａｋ皿ａｎｌＳＪａｎｇａｎｄｉｃｉｕｍ．ｓａｙａｎｇ
ｋａｌａｕｄｉｃｉｕ皿皿ｅｒａｈｌａｈ Ｅ直ユｙａ．

①通行証 （診ぴったり。ちょうど。 （略）アジア・アフリカ
◎ Ｂａｙａｒｌａｈｄｅｎｇａｎｔｎｎｇ・［＝］執りの帥ように弘っＴＴさい 15

16

17

試験。テス ト。
養育する。教育する。世話する。看護する。
Ｐａｎｔｉ⊂ ｝ｎ＝孤児院 ◎書名 ｒＳａｌａｈ⊂ コ山
①餅（材り）織物。民族毎に独自の様式を持つ。

17 ②ひも。糸。帯。 ⊂＝ ｝ｎ＝連盟。連合。同盟
⊂二 もｎＤｏｋｔｅｒＩｎｄｏｎｅｓｉａ　 イン附 7医師会。
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クロスワード・パズル前号の回答

り

編集後言己

会報第1号は、時間的制約もあり必ずしも満足した出来ではなかった

のですが、予想以上に好評をいただき編集部としても喜んでいます。
ただ一部の会員の方には配布が遅れご迷惑をお掛けいたしました。
第2号は創刊号の編集方式を基に、皆様からのご意見を参考にして

作成いたしました。

計画通り前号の3カ月後の10月に発行することができ一安心です。
これからもこのペースで発行していきたいと考えています。

会員全員の原稿を掲載することを目標としておりますので、皆様の

熟作をお待ちしております。
第3号は1999年1月頃発行を計画しています。

尚、ウジュン・パンダン総領事館からも引き続き各号に寄稿してもらう
よう依頼中です。当マナドを訪問された田口、金子両副領事に次号以降

執筆してもらう予定でおります。

また、会員の方から家族や友人知人に配布したいので数部余分に欲しい

という要望も開いております。事前に希望部数を連絡していただければ

実費で増刷いたします。

1998年10月15日　　日本人会会報編集部　編集部長：川口博康
編集部員：川井雄二
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会員名簿 

 

 

会報「タルシウス」電子版では不特定多数の方が閲覧するため、 

セキュリティ上の観点より会員名簿は非公開とすることとしました。 

（2014 年 04 月 20 日） 

 

 

上記理由により会員名簿が非公開になりましたことをご了承ください。 

●会報タルシウス（製本版）には従来通り名簿は掲載されます。 

●各会員に対しましての個別の、または、尋ね人などのお問い合わせは、 

直接日本人会へお問い合わせください。 

該当会員に連絡後、会員より直接連絡するか該当会員の同意のもとで、 

連絡先をお知らせすることといたします。 

 

 


